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いざく

さ
ら
に
「
開
か
れ
た
学
校
」
「
信
頼
さ
れ
る

学
校
だ
け
で
な
く
地
域
で
も
活
躍
す
る
伊
作
っ
子

学
校
」
を
め
ざ
し
て

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
最
優

校
長

西

浩
一

秀
賞
一
名
、
習
字
の
部
で
優
秀
賞
一
名
、
標
語
の
部
で

十
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
地
域
が
育
む
「
か
ご

優
秀
賞
二
名
、
必
読
図
書
を
読
破
し
た
読
書
賞
二
十
五

し
ま
の
教
育
」
県
民
週
間
中
に
は
、
昨
年
度
よ
り
四
十

名
な
ど
受
賞
者
が
続
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
日
本

四
人
も
多
い
、
の
べ
三
百
四
十
八
人
が
学
校
訪
問
・
授

新
聞
の
「
若
い
目
」
や
「
子
供
の
う
た
」
に
も
、
す
で

業
参
観
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

に
十
三
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
。
学
習
発
表
会
な
ど
全
校
的
な
行
事
は
行
っ
て
い

さ
ら
に
、
「
吹
上
祭
り
」
に
お
い
て
七
名
が
共
同
募

ま
せ
ん
が
、
各
学
年
・
学
級
・
担
当
職
員
が
昨
年
度
以

金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
「
吹
上
地

上
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
授
業
や
学
習
活
動
（
裏
面
参

域
駅
伝
競
走
大
会
」
で
は
十
二
名
が
出
走
、
小
学
生
男

照
）
、
展
示
等
を
行
い
、
子
供
た
ち
も
参
観
者
に
も
お

子
、
女
子
の
区
間
と
も
に
区
間
賞
、
フ
リ
ー
の
区
間
に

よ
そ
満
足
の
い
く
教
育
活
動
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

二
名
出
走
。
「
吹
上
地
域
子
ど
も
会
大
会
」
で
は
進
行

と
、
感
想
用
紙
等
を
読
み
な
が
ら
感
じ
て
お
り
ま
す
。

係
一
名
、
発
表
者
三
名
。
「
あ
け
ぼ
の
広
場
」
で
は

金

管
バ
ン
ド
の
息
の
合
っ
た
演
奏
だ
け
で
な
く
、
吹
上
青

特
に
、
明
治
維
新
百
五
十
周
年
次
世
代
継
承
推
進
事

松
太
鼓
で
も
一
名
が
大
人
に
混
じ
っ
て
素
晴
ら
し
い
演

業
「
維
新
の
学
び
キ
ャ
ラ
バ
ン
」（
裏
面
参
照
）
で
は
、

奏
を
し
ま
し
た
。
伊
作
流
鏑
馬
行
事
体
育
大
会
、
市
社

明
治
維
新
の
こ
と
だ
け
で
な
く
島
津
忠
良
日
新
公
や
伊

会
福
祉
大
会
、
校
内
持
久
走
大
会
と
続
き
ま
す
が
、
各

作
の
こ
と
ま
で
詳
し
く
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

自
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
、
満
足
行
く
結
果
が
出
る

八
日
の
南
日
本
新
聞
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
児

よ
う
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

童
か
ら
は
「
知
事
さ
ん
の
前
で
か
る
た
取
り
が
で
き
、

さ
ら
な
る
学
力
向
上
を
め
ざ
し
て

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
」
「
日
新
公
い
ろ
は
歌
の
意

県
教
委
・
教
育
事
務
所
・
市
教
委
の
指
導
主
事
を
お

味
を
さ
ら
に
調
べ
て
み
た
い
。
」
「
自
分
も
志
を
持
っ

招
き
し
、
六
年
生
が
算
数
の
研
究
授
業
を
行
い
ま
し
た

て
頑
張
り
た
い
。
」
「
明
治
維
新
二
百
年
に
つ
い
て
は

が
、
全
職
員
の
熱
心
な
取
組
と
子
供
た
ち
の
成
長
に
お

自
分
た
ち
が
伝
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
」
、
保

褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
宿
題

護
者
か
ら
は
「
・
・
・
忘
れ
ら
れ
な
い
授
業
に
な
っ
た

な
ど
家
庭
学
習
へ
の
協
力
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
と
で
し
ょ
う
。
地
元
の
こ
と
を
知
る
、
歴
史
を
た
ど

基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
を
め
ざ
し
て

る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
教
え
て
い

◎
様
々
な
場
で
「
あ
い
さ
つ
が
も
う
少
し
」
と
い
う
言

た
だ
き
ま
し
た
。
」
と
い
う
あ
り
が
た
い
感
想
も
あ
り

葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
学
校
で
も
指
導
し
ま
す
が
、
お

ま
し
た
。

世
話
に
な
っ
て
い
る
方
へ
の
言
葉
遣
い
と
合
わ
せ
て
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
子
供
の
数
が
減
り
、
ま
す
ま
す

御
家
庭
で
も
し
っ
か
り
身
に
付
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

子
供
は
「
地
域
の
宝
」
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

◎
睡
眠
時
間
は
確
保
で
き
て
い
ま
す
か
。
登
校
時
刻
の

将
来
の
社
会
を
担
っ
て
い
く
の
は
、
こ
の
子
供
た
ち
で

遅
い
子
、
眠
そ
う
な
子
、
忘
れ
物
を
す
る
子
も
多
い
の

す
。
そ
の
た
め
に
も
本
校
に
お
い
て
は
、
皆
様
か
ら
寄

で
、
ぜ
ひ
時
間
の
使
い
方
を
考
え
、
「
早
寝
・
早
起
き

せ
ら
れ
た
様
々
な
意
見
や
感
想
を
参
考
に
し
、
家
庭
と

・
朝
ご
飯
」
「
寝
る
前
に
、
明
日
の
学
習
用
具
の
準
備
」

地
域
の
連
携
を
さ
ら
に
密
に
す
る
と
と
も
に
、
来
年
度

を
行
う
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

創
立
百
五
十
周
年
に
向
け
て
、
今
後
も
日
新
公
や
薩
摩

◎
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
か
ら
「
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ

の
先
人
の
教
え
を
大
事
に
し
た
学
校
経
営
や
教
育
活
動

・
ゲ
ー
ム
機
等
の
利
用
に
つ
い
て
の
提
言
」
の
ち
ら
し

の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
と
、
気
持
ち
を
新
た
に
し

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
必
ず
一
読
し
、
被
害
者
や
加
害

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
、
本
校
教
育
活
動
へ
の
御

者
に
な
ら
な
い
よ
う
家
庭
で
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

理
解
と
御
協
力
、
御
教
示
の
ほ
ど
を
、
地
域
の
皆
様
も

◎
現
在
の
む
し
歯
治
療
率
が
、
ま
だ
四
十
九
％
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
事
に
至
ら
な
い
う
ち
に
、
早
め
の
治
療
を
勧
め
ま
す
。

火災を想定した避難訓練

１０月２３日（火）に火災
を想定した避難訓練を行いま
した。
火災発生の放送を聞いた子

どもたちは，先生方の指示に
従い，緊張感を持って校舎外
へ素早く避難することができ
ました。
日置消防局南部分遣所の方々から，火事の恐ろ

しさや避難の仕方，消化器の扱い等を丁寧に教え
ていただきました。
火災が心配される季節を迎えます。御家庭でも

火の取り扱いに，十分お気を付けください。

市陸上記録会(５・６年)

１０月１０日（水）にあいに
くの小雨の降る中でしたが，市
小学校陸上記録会が伊集院総合
運動公園陸上競技場で行われま
した。
９月中旬より放課後に練習を

重ねてきた子どもたちでした
が，宿泊学習や修学旅行等，十
分な練習を積むことができませ
んでしたが，それでも，練習の成果を成果を発揮して
くれました。
お忙しい折に，応援に駆けつけてくださった皆様，

誠にありがとうございました。



＜主な行事予定＞

１１月
２５日(日) ＰＴＡ資源回収
３０日(金) 校内持久走大会 学級ＰＴＡ

１２月４日(火) 青少年劇場
８日(土) 土曜授業

１８日(火) 第２回学校評議委員会
２１日(金) ２学期終業式

※ 変更になる場合がありますので, 各学年の
週報や各種便り等で御確認ください。

読書集会

１１月２日（金）に，４年生が，
市音楽発表会での演奏を音楽集会
で発表した後，読書集会を行いま
した。
図書委員会が進行係を務め，ぽ

けっとファンタジーの方々による
読み聞かせ，リーディングバディ
ーによる読み聞かせ，読書感想画
や読書標語の発表，多読者表彰等，
読書に関する活動を行いました。
読書の秋です。読書に親しみ，

豊かな心を育ててほしいと思いま
す。

交通事故０をめざして

本校周辺や通学路は交通量が多く，登下校時のみ
ならず日頃から交通事故に遭う危険性が高いです。
学校でも繰り返し指導しますが，ご家庭でも特に次
のことを指導してください。
○ 絶対に飛び出さない。左右を見て，手を上げて
横断する。

○ ふざけて歩かない。左右に広がらない。車道に
はみ出ない。

○ 自転車に乗るときは，ヘルメットをかぶり，学
校のきまや交通ルールをしっかり守って安全に
乗る。

伊作小 フリー参観週間
「来て，見て，感じて！伊作っ子パワー」

～御来校ありがとうございました～

期間中，多くの保護者や地域の方々に御来校いた
だきました。
１１月１日から７日までの期間中，吹上町内幼稚

園，保育園児学校参観，４年生半成人式，音楽集会
・読書集会，給食試食会，「維新の学び」キャラバ
ン，野首地区高齢者，伊作地区高齢者と１，３年生
とのふれあい活動と様々な活動を行いました。
参観された皆様から「子どもたちが楽しく生き生

きと活動していた。」「給食がおいしかった。」など
の感想をいただきました。今後もフリー参観期間だ
けでなく，いつでもお気軽に学校にお越しください。

豊かな体験活動を実施！

１０月２４日（水）に，
５年生が障害者支援施設吹
上学園を訪問しました。
２６日（金）には，６年

生が地域密着型特別養護老
人ホーム喜楽奈家を訪問し
ました。
３０日（火）には，４年

生が老人ホーム吹上寿荘を
訪問しました。
４～６年生は，貴重な体

験活動を行い，福祉に関す
る学習を更に深めることが
できました。今後の生活や
生き方に生かしてほしいと
思います。

拡大学校保健委員会

１１月２日(金)，全保護者を
対象に，拡大学校保健委員会を
行いました。
今回は，講師に福留千砂先生

をお招きし，「親子でできるヨガ
ストレッチ」の講演と実技指導
をしていただきました。
学んだヨガストレッチを「ホームチャレンジ」と

して実施していただき，親子のふれあいを更に深め
てほしいと思います。肩こりや腰痛の解消にも，と
ても役立ちました。

「維新の学び」キャラバンIN伊作小

１１月５日(水)に「維新の学
び」キャラバンに５・６年生
が参加しました。
三反園知事も来校され，あ

いさつの後，いろはかるた大
会の読み手として参加してい
ただきました。
キャラバンでは，維新クイ

ズや日新公についてのミニ講
話が行われ，詳しく学習することができました。子供
たちにとっても貴重な体験となりました。

郷土学習の時間

１０月１３日(土)の土曜授業日
に，郷土学習を各学年部で行いま
した。
低学年は，ぽけっとファンタジ

ーの皆様による方言紹介，民話等
の読み聞かせをしていただきまし
た。
中学年は，校区内のウォークラ

リーをクイズや体力つくり等を交
えて楽しく行いました。
高学年は，大汝牟遅神社と千本

楠の見学に出かけました。大汝牟
遅神社の國生護矢さんから詳しく
説明を受けました。
吹上地域のよさを味わいなが

ら，ひいては他地域のことも知り，
日置市のすばらしさを感じ取る子
供たちに育ってくれることを，期
待しています。


